
令和８年度 10月臨時教育委員会議事録 

 

【日時】 

令和８年 10月１日（木） 

開会 午前９時 30分 

閉会 午前 10時 00分 

 

【会場】 

辰野町民会館 104学習室 

 

【出席者】 

８名 

（辰野町教育委員会） 

教育長  林  武司 

教育長代理  飯澤 隆 

教育委員  垣内 由佳 

教育委員  関  政彦 

 

 

（事務局関係） 

学びの支援課長 菅沼 隆之 

学校支援課長  竹村 智博 

学校支援課長補佐 赤羽 徳幸 

教育総務係  中沢 大輔 

 

 

 

【傍聴者】 

０名 

 

 

 

 

 

 

 



【次第】 

１ 議事 

（１）辰野町教育委員会教育長職務代理者の指名について 

（２）議席の決定について 

（３）その他 

 

２ 協議 

 

３ 報告事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○開会 

１ 開会宣言 

 

２ 会期の決定 

・会期については 1日とする。全員異議なし。 

 

３ 議事録の承認 

・９月の教育委員会議事録については作成中であり、10月教育委員会の開催通知と

共に郵送するため割愛。 

 

４ 任命書交付 

 ・飯澤隆教育長職務代理の二期目の任命書を交付。 

 

５ 林教育長挨拶 

 本日より辰野町教育長を拝命いたしました、林武司と申します。今、大変身の引き締

まる思いをしております。宮澤前教育長が築かれてきた教育行政を、大事に受け継ぎな

がら、さらなる充実を求めてまいりたい、そう思っております。 

辰野町第６次総合計画では、基本目標の４に次代を担う人材が育つ町が据えられてお

ります。人を育てることが、町を育て、町の未来を育てる。そんな願いが込められてお

ります。辰野町に生まれ育つ子供たちは、まさに町の宝です。そんな子供たちひとりひ

とりが、自分らしさを精一杯発揮して生き生きと学ぶと共に、ふるさと辰野への愛着と

誇りを持って成長していく、そして町を背負っていく。たとえ辰野町を離れても、辰野

町が心のふるさとになる。そんな姿を目指して、教育行政を行って参りたいと思います。

なんといっても辰野町教育委員会の目標、どの子にも居場所がある楽しい学校、子供た

ちにとって明日も行きたくなる学校、この学校で良かった、このクラスで良かった、こ

の先生に、この友だちに出会えてよかった、私はここなら安心していられる、授業が楽

しみだ、授業がわかって楽しい、こんな勉強したい、早く明日にならないかな、子供た

ちにとって安心安全な学校、わかる授業、楽しい授業、そんな学校づくり・授業づくり

のために様々な面から働き掛け、支援を行いたいと思います。そのためには、子供が主

体となって取り組む授業、地域に根差した学習、それを推進するよう働きかけたいと思

います。ICT機器の効果的な活用についても、個が生きる学び、個の学びと協同の学び

とが一体化した授業を進め、大事にしていきたいと思います。また、ICTの活用、AI

の導入が進む教育環境だからこそ、子供たちには実体験を大事にしてほしい。学校の外

へ出て、自然体験、社会体験など五感を使った実体験を学びの原点としてほしいと思っ

ています。子供たちの感性の育ちは、人間性の育ちにも通じるはずです。さらに、子供



自らが、自分や自分たちの生活を作っていく、学びを創り上げていく、学校を作る。ひ

とりひとりが学校を作る主体である。みんなで自分たちの学校を作っていくという意識

も大事にしていきたいと思います。どの子にも居場所がある楽しい学校、これにつきま

しては、温かく適切な支援をひとりひとりの学びの状況、心の状況を踏まえ、個に応じ

た学び、活動、居場所を提供していただきたいと思います。町の教職員の皆様には、そ

んな学校づくり、授業づくりに専念できるように、教育委員会としてサポートしていき

たい。とにかく先生方には笑顔で、元気に子供たちの前に立ってもらいたいと思います。

生涯学習の分野では、大人から子供までみんなで学びあい、学び続ける、そんな学びを

大事にしていきたいと思います。様々な人と体験を通して、また対話を通して、学びあ

い高めあい、そのことを通じて町民の誰もが豊かな人生を過ごせると共に、地域づくり

にもつながっていく、そんな生涯学習でありたいと思います。 

教育は当然のことながら学校の中だけでつくられるものではないと思います。この町

の子供たちに、どんな力をつけてほしいのか、10年後 20年後の社会で、彼らがどのよ

うに輝くのか、この問いに町全体で向き合う事、つまり学校、行政、そして地域が手を

取り合って対話を積み重ねていく、このことが辰野町の将来像である、ひとりひとりの

活躍がつくりだす住み続けたい町につながっていくと信じています。差し当たって直面

している課題、町内小中学校の今後のあり方、及び推進でありますが、前回の教育委員

会で宮澤前教育長より案が出されたかと思いますが、まず今月には保護者からの意見集

約を実施したいと思います。すでに実施した教職員、全児童・生徒の意見を合わせて、

総合教育会議において、情報共有をはかり、今後の進め方について方向性を決めだして

いきたい。それを受けて第一回の住民説明会を実施し、少子化の進展と学校の置かれて

いる現状、今後想定される学校の姿を理解していただきたい。ここまでは年度内に行い

たいと思います。その後、第二回以降の住民説明会を重ねまして、児童生徒にとっての

より良い教育環境、学校の集約に向けて、みんなで考えていきたい、こんな方向で進め

ていきたいと思っております。 

いずれにせよ、まだまだ未熟な私です。教育委員の皆様の様々な面でのご指導、そし

てご支援ご協力をいただきながら辰野町の子供たちの健やかな成長のため、町民の皆様

の幸せのためにこの職責を精一杯努めてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

６ 議事 

（１）辰野町教育委員会教育長職務代理者の指名について 

 ・竹村学校支援課長より説明。 

・林教育長より飯澤隆教育委員に辰野町教育委員会教育長職務代理者を指名。

承認。 

 



（２）議席の決定について 

 ・竹村学校支援課長より説明。承認。 

 

７ 協議 

  なし 

 

８ 報告事項 

  なし 

 

９ 閉会 

 

 

 


